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19・20

24（木）

　

29（火）

内　　　容

許可申請等提出締切

大宜味村産業まつり

総会（許可等審査会議）

農家・農業委員との意見交

換（午後6時第2会議室）
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購読料 ： 月額600円

年間購読7.200円

発 行 ： 毎週金曜日

申込み ： 農業委員会事務局

連絡先 ： ４４－３４７７担当：大城

農業者年金

少子高齢化に強い年金です！少子高齢化に強い年金です！少子高齢化に強い年金です！少子高齢化に強い年金です！

自分が積み立てた保険料とその運用益によ

り将来受け取る年金額が決まる積立方式の

年金です。

特徴１特徴１特徴１特徴１

終身年金で終身年金で終身年金で終身年金で80歳までの保証付き！歳までの保証付き！歳までの保証付き！歳までの保証付き！

年金は生涯支給されます。仮に加入者・受給

者が80歳前になくなった場合でも、死亡した

翌月から80歳までに受け取れるはずであっ

た農業者老齢年金の現在価値に相当する額

が、死亡一時金として遺族に支給されます。

税制上の優遇措置！税制上の優遇措置！税制上の優遇措置！税制上の優遇措置！

支払った保険料は全額（12万円～80万4千円）

が社会保険料控除の対象。だから、所得税や

住民税の節税につながります！

保険料の額は自由に決められます！保険料の額は自由に決められます！保険料の額は自由に決められます！保険料の額は自由に決められます！

自分が必要とする年金額の目標にむけて、保

険料は月2万から6万7千円の範囲内で、千円

単位で自由に選ぶことがで可能です。

特徴２特徴２特徴２特徴２

【年金の特徴】
特徴３特徴３特徴３特徴３

保険料の国庫補助があります！保険料の国庫補助があります！保険料の国庫補助があります！保険料の国庫補助があります！

認定農業者等一定の要件を備えた方には、基

本保険料（月2万円）の２割から５割の国庫補

助があります。（補助期間は最大で20年）

特徴４特徴４特徴４特徴４

特徴５特徴５特徴５特徴５

お問い合わせは…

大宜味村農業委員会へ
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担当：大城

農業者年金は農業者の為の安心年金で

（積み立て）（積み立て）（積み立て）（積み立て）

津

津津

津

波

波波

波

出

出出

出

身

身身

身

の

のの

の

金

金金

金

城

城城

城

哲

哲哲

哲

成

成成

成

氏

氏氏

氏

（

（（

（

あ

ああ

あ

け

けけ

け

み

みみ

み

お

おお

お

司

司司

司

法

法法

法

書

書書

書

士

士士

士

事

事事

事

務

務務

務

所

所所

所

所

所所

所

長

長長

長

）

））

）

を

をを

を

招

招招

招

き

きき

き

、

、、

、

農

農農

農

地

地地

地

の

のの

の

相

相相

相

続

続続

続

等

等等

等

に

にに

に

つ

つつ

つ

い

いい

い

て

てて

て

の

のの

の

説

説説

説

明

明明

明

会

会会

会

を

をを

を

十

十十

十

一

一一

一

月

月月

月

二

二二

二

十

十十

十

三

三三

三

日

日日

日

大

大大

大

宜

宜宜

宜

味

味味

味

校

校校

校

区

区区

区

を

をを

を

皮

皮皮

皮

切

切切

切

り

りり

り

に

にに

に

４

４４

４

校

校校

校

区

区区

区

で

でで

で

開

開開

開

催

催催

催

い

いい

い

た

たた

た

し

しし

し

ま

まま

ま

し

しし

し

た

たた

た

。

。。

。

延

延延

延

べ

べべ

べ

５

５５

５

０

００

０

名

名名

名

程

程程

程

の

のの

の

参

参参

参

加

加加

加

が

がが

が

あ

ああ

あ

り

りり

り

、

、、

、

金

金金

金

城

城城

城

氏

氏氏

氏

か

かか

か

ら

らら

ら

身

身身

身

近

近近

近

な

なな

な

事

事事

事

例

例例

例

、

、、

、

手

手手

手

続

続続

続

き

きき

き

方

方方

方

法

法法

法

の

のの

の

説

説説

説

明

明明

明

を

をを

を

受

受受

受

け

けけ

け

ま

まま

ま

し

しし

し

た

たた

た

。

。。

。

「

「「

「

相

相相

相

続

続続

続

の

のの

の

手

手手

手

続

続続

続

き

きき

き

を

をを

を

面

面面

面

倒

倒倒

倒

く

くく

く

さ

ささ

さ

が

がが

が

り

りり

り

後

後後

後

回

回回

回

し

しし

し

に

にに

に

す

すす

す

れ

れれ

れ

ば

ばば

ば

そ

そそ

そ

の

のの

の

分

分分

分

農

農農

農

地

地地

地

の

のの

の

権

権権

権

利

利利

利

者

者者

者

、

、、

、

作

作作

作

業

業業

業

量

量量

量

が

がが

が

増

増増

増

え

ええ

え

一

一一

一

層

層層

層

難

難難

難

し

しし

し

く

くく

く

な

なな

な

る

るる

る

。

。。

。

『

『『

『

相

相相

相

続

続続

続

の

のの

の

手

手手

手

続

続続

続

き

きき

き

作

作作

作

業

業業

業

は

はは

は

親

親親

親

か

かか

か

ら

らら

ら

の

のの

の

宿

宿宿

宿

題

題題

題

』

』』

』

と

とと

と

受

受受

受

け

けけ

け

止

止止

止

め

めめ

め

早

早早

早

め

めめ

め

に

にに

に

解

解解

解

決

決決

決

す

すす

す

る

るる

る

こ

ここ

こ

と

とと

と

を

をを

を

お

おお

お

勧

勧勧

勧

め

めめ

め

し

しし

し

た

たた

た

い

いい

い

」

」」

」

と

とと

と

話

話話

話

し

しし

し

て

てて

て

い

いい

い

た

たた

た

。

。。

。

金

金金

金

城

城城

城

氏

氏氏

氏

の

のの

の

説

説説

説

明

明明

明

に

にに

に

よ

よよ

よ

る

るる

る

と

とと

と

、

、、

、

費

費費

費

用

用用

用

の

のの

の

負

負負

負

担

担担

担

に

にに

に

つ

つつ

つ

い

いい

い

て

てて

て

は

はは

は

、

、、

、

相

相相

相

続

続続

続

権

権権

権

利

利利

利

者

者者

者

と

とと

と

の

のの

の

協

協協

協

議

議議

議

が

がが

が

ス

スス

ス

ム

ムム

ム

ー

ーー

ー

ズ

ズズ

ズ

に

にに

に

進

進進

進

め

めめ

め

ば

ばば

ば

金

金金

金

額

額額

額

等

等等

等

負

負負

負

担

担担

担

は

はは

は

少

少少

少

な

なな

な

く

くく

く

て

てて

て

済

済済

済

む

むむ

む

、

、、

、

し

しし

し

か

かか

か

し

しし

し

、

、、

、

農

農農

農

地

地地

地

の

のの

の

地

地地

地

権

権権

権

者

者者

者

が

がが

が

増

増増

増

え

ええ

え

た

たた

た

ら

らら

ら

そ

そそ

そ

の

のの

の

分

分分

分

作

作作

作

業

業業

業

量

量量

量

が

がが

が

増

増増

増

え

ええ

え

経

経経

経

費

費費

費

も

もも

も

か

かか

か

か

かか

か

る

るる

る

、

、、

、

土

土土

土

地

地地

地

代

代代

代

金

金金

金

に

にに

に

見

見見

見

合

合合

合

わ

わわ

わ

な

なな

な

い

いい

い

額

額額

額

の

のの

の

費

費費

費

用

用用

用

と

とと

と

な

なな

な

る

るる

る

恐

恐恐

恐

れ

れれ

れ

が

がが

が

あ

ああ

あ

る

るる

る

。

。。

。

ま

まま

ま

た

たた

た

、

、、

、

参

参参

参

加

加加

加

者

者者

者

か

かか

か

ら

らら

ら

は

はは

は

、

、、

、

「

「「

「

契

契契

契

約

約約

約

し

しし

し

て

てて

て

い

いい

い

な

なな

な

い

いい

い

が

がが

が

農

農農

農

地

地地

地

を

をを

を

貸

貸貸

貸

し

しし

し

て

てて

て

い

いい

い

る

るる

る

大

大大

大

丈

丈丈

丈

夫

夫夫

夫

か

かか

か

？

？？

？

」

」」

」

と

とと

と

の

のの

の

質

質質

質

問

問問

問

に

にに

に

、

、、

、

農

農農

農

地

地地

地

法

法法

法

に

にに

に

基

基基

基

づ

づづ

づ

け

けけ

け

ば

ばば

ば

、

、、

、

農

農農

農

地

地地

地

の

のの

の

地

地地

地

権

権権

権

者

者者

者

に

にに

に

責

責責

責

任

任任

任

が

がが

が

あ

ああ

あ

り

りり

り

管

管管

管

理

理理

理

の

のの

の

義

義義

義

務

務務

務

が

がが

が

生

生生

生

じ

じじ

じ

る

るる

る

。

。。

。

き

きき

き

ち

ちち

ち

ん

んん

ん

と

とと

と

し

しし

し

た

たた

た

契

契契

契

約

約約

約

を

をを

を

行

行行

行

う

うう

う

こ

ここ

こ

と

とと

と

に

にに

に

よ

よよ

よ

り

りり

り

土

土土

土

地

地地

地

の

のの

の

権

権権

権

利

利利

利

所

所所

所

在

在在

在

が

がが

が

は

はは

は

っ

っっ

っ

き

きき

き

り

りり

り

し

しし

し

将

将将

将

来

来来

来

問

問問

問

題

題題

題

の

のの

の

発

発発

発

生

生生

生

を

をを

を

防

防防

防

ぐ

ぐぐ

ぐ

こ

ここ

こ

と

とと

と

が

がが

が

で

でで

で

き

きき

き

る

るる

る

と

とと

と

の

のの

の

事

事事

事

で

でで

で

し

しし

し

た

たた

た

。

。。

。

農

農農

農

業

業業

業

委

委委

委

員

員員

員

会

会会

会

事

事事

事

務

務務

務

局

局局

局

長

長長

長

宮

宮宮

宮

城

城城

城

久

久久

久

美

美美

美

子

子子

子

は

はは

は

、

、、

、

「

「「

「

ト

トト

ト

ラ

ララ

ラ

ブ

ブブ

ブ

ル

ルル

ル

の

のの

の

多

多多

多

く

くく

く

が

がが

が

口

口口

口

約

約約

約

束

束束

束

で

でで

で

の

のの

の

農

農農

農

地

地地

地

利

利利

利

用

用用

用

者

者者

者

が

がが

が

多

多多

多

い

いい

い

、

、、

、

金

金金

金

城

城城

城

氏

氏氏

氏

の

のの

の

お

おお

お

話

話話

話

を

をを

を

伺

伺伺

伺

い

いい

い

相

相相

相

続

続続

続

、

、、

、

農

農農

農

地

地地

地

の

のの

の

契

契契

契

約

約約

約

、

、、

、

推

推推

推

進

進進

進

を

をを

を

一

一一

一

層

層層

層

強

強強

強

化

化化

化

す

すす

す

る

るる

る

必

必必

必

要

要要

要

を

をを

を

感

感感

感

じ

じじ

じ

た

たた

た

」

」」

」

と

とと

と

話

話話

話

し

しし

し

て

てて

て

い

いい

い

た

たた

た

。

。。

。

金

金金

金

城

城城

城

氏

氏氏

氏

は

はは

は

「

「「

「

困

困困

困

っ

っっ

っ

た

たた

た

こ

ここ

こ

と

とと

と

が

がが

が

あ

ああ

あ

れ

れれ

れ

ば

ばば

ば

お

おお

お

気

気気

気

軽

軽軽

軽

に

にに

に

相

相相

相

談

談談

談

に

にに

に

来

来来

来

て

てて

て

ほ

ほほ

ほ

し

しし

し

い

いい

い

、

、、

、

大

大大

大

宜

宜宜

宜

味

味味

味

村

村村

村

の

のの

の

農

農農

農

業

業業

業

施

施施

施

策

策策

策

へ

へへ

へ

の

のの

の

貢

貢貢

貢

献

献献

献

と

とと

と

考

考考

考

え

ええ

え

て

てて

て

い

いい

い

る

るる

る

の

のの

の

で

でで

で

協

協協

協

力

力力

力

し

しし

し

た

たた

た

い

いい

い

」

」」

」

と

とと

と

話

話話

話

さ

ささ

さ

れ

れれ

れ

、

、、

、

当

当当

当

日

日日

日

は

はは

は

息

息息

息

子

子子

子

の

のの

の

哲

哲哲

哲

志

志志

志

氏

氏氏

氏

も

もも

も

同

同同

同

席

席席

席

し

しし

し

住

住住

住

民

民民

民

か

かか

か

ら

らら

ら

の

のの

の

質

質質

質

問

問問

問

に

にに

に

答

答答

答

え

ええ

え

て

てて

て

い

いい

い

た

たた

た

。

。。

。

問

問問

問

い

いい

い

合

合合

合

わ

わわ

わ

せ

せせ

せ

：

：：

：

あ

ああ

あ

け

けけ

け

み

みみ

み

お

おお

お

司

司司

司

法

法法

法

書

書書

書

士

士士

士

事

事事

事

務

務務

務

所

所所

所

電

電電

電

話

話話

話

0

00

0

9

99

9

8

88

8

0

00

0

‐

‐‐

‐

5

55

5

3

33

3

‐

‐‐

‐

3

33

3

4

44

4

6

66

6

1

11

1

＊

相

続

手

続

き

終

了

後

は

農

業

委

員

会

へ

届

け

る

義

務

が

あ

り

ま

す

。

新

年

あ

け

ま

し

て

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す。

昨

年

は、

私

達

農

業

委

員

の

活

動

に

ご

理

解

・

ご

協

力

く

だ

さ

り

深

く

感

謝

申

し

上

げ

ま

す。

昨

年

は、

台

風

災

害

等

農

作

物

の

生

産

に

も

大

き

く

影

響

し

農

家

に

と

っ

て

厳

し

い

状

況

が

あ

り

ま

し

た。し

か

し、

そ

の

よ

う

な

中

で

も、

耕

作

放

棄

地

事

業

で

の

農

地

解

消

拡

大、

新

規

作

物

そ

ば

生

産

量

の

増

と

大

宜

味

村

の

新

た

な

農

業

経

営

が

生

ま

れ

て

き

ま

し

た。

ま

た、

将

来

の

大

宜

味

村

を

担

う

担

い

手

の

育

成

と

し

て、

青

年

給

付

金

制

度

を

活

用

し、

担

い

手

が

安

心

し

て

農

業

に

専

念

で

き

る

よ

う

に

な

り

明

る

い

見

通

し

も

出

て

き

ま

し

た。

村

的

に

は、

企

業

の

参

入

も

あ

り

雇

用

の

拡

大

も

期

待

さ

れ

ま

す。

私

た

ち

農

業

委

員

も、

農

家

の

身

近

な

相

談

員

と

し

て

お

役

に

た

て

る

よ

う、

村

と

連

携

し、

一

層

農

業

施

策

の

推

進

に

努

め

た

い

と

考

え

て

お

り

ま

す。

一

月

二

九

日

に

は

農

家

と

の

意

見

交

換

会

も

計

画

し

て

お

り

ま

す

の

で

是

非

ご

参

加

く

だ

さ

り、

将

来

の

大

宜

味

村

の

農

業

の

あ

り

方

を

一

緒

に

考

え

ま

し

ょ

う。

今

年

は、

農

業

所

得

も

増

え

ま

す

よ

う、

農

家

の

皆

様

に

と

っ

て

良

い

年

と

な

り

ま

す

よ

う

ご

祈

願

申

し

上

げ

新

年

の

挨

拶

と

い

た

し

ま

す。

宮宮宮宮
古古古古
島島島島
視視視視
察察察察

沖

縄

県

畑

作

物

連

絡

協

議

会

（

会

長

平

良

幸

太

郎

）

会

員

９

名

は

十

二

月

四

四

日

か

ら

二

日

間

、

宮

古

島

の

蕎

麦

、

枝

豆

及

び

、

さ

と

う

き

び

の

圃

場

視

察

を

行

い

、

宮

古

島

市

の

農

家

と

意

見

交

換

を

行

い

ま

し

た

。

現

在

大

宜

味

村

で

は

蕎

麦

生

産

組

合

を

３

農

家

で

組

織

し

栽

培

を

行

っ

て

い

ま

す

が

、

宮

古

島

で

も

蕎

麦

を

生

産

し

て

お

り

、

６

t

の

収

穫

量

が

あ

っ

た

と

の

こ

と

で

す

。

大

宜

味

村

の

蕎

麦

生

産

農

家

の

平

良

幸

也

さ

ん

は

「

二

十

三

年

度

は

２

t

の

収

穫

量

で

あ

っ

た

が

、

今

後

は

よ

り

一

層

収

穫

量

を

上

げ

る

こ

と

を

目

標

と

し

て

い

き

た

い

」

と

話

し

て

い

た

。

宮

古

島

の

収

穫

量

が

大

宜

味

村

よ

り

も

多

い

要

因

と

し

て

は

、

「

島

尻

マ

ー

ジ

の

土

壌

」

、

「

か

ん

水

設

備

の

充

実

」

「

鳥

害

が

少

な

い

」

と

三

つ

の

事

が

考

え

ら

れ

ま

す

。

今

後

大

宜

味

村

で

も

、

生

産

技

術

の

向

上

が

図

ら

れ

る

こ

と

に

よ

り

収

量

が

上

が

り

農

家

の

生

産

基

盤

が

確

立

さ

れ

る

も

の

と

期

待

さ

れ

ま

す

。

大大大大
宜宜宜宜
味味味味
村村村村
農農農農
業業業業
委委委委
員員員員
会会会会

会会会会
長長長長

照照照照
屋屋屋屋
まままま
り

宮古島市の生産者から蕎麦の保管状況説明を受ける

宮古島市の生産者から蕎麦の保管状況説明を受ける宮古島市の生産者から蕎麦の保管状況説明を受ける

宮古島市の生産者から蕎麦の保管状況説明を受ける
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農農農農
地地地地
相相相相
談談談談
会会会会
をををを
産産産産
業業業業
まままま
つつつつ
りりりり
会会会会
場場場場
でででで
開開開開
催催催催
しししし
まままま
すすすす。。 。。

一

月

十

九

日

・

二

十

日

、

大

宜

味

村

産

業

ま

つ

り

に

お

い

て

農

地

等

相

談

窓

口

を

設

け

ま

す

。

併

せ

て

、

委

員

の

皆

さ

ん

で

、

サ

ン

マ

と

シ

ー

ク

ヮ

ー

サ

ー

の

コ

ラ

ボ

、

サ

ン

マ

の

炭

焼

き

を

出

店

す

る

こ

と

と

致

し

ま

し

た

.

農

家

の

皆

さ

ん

気

軽

に

声

か

け

て

い

た

だ

け

る

よ

う

お

待

ち

し

て

お

り

ま

す

。

豊豊豊豊
かかかか
なななな
村村村村
づづづづ
くくくく
りりりり
はははは
農農農農
家家家家
所所所所
得得得得
のののの
向向向向
上上上上
かかかか
らららら。。 。。

住住住住
民民民民
のののの
義義義義
務務務務
とととと
権権権権
利利利利

農

業

所

得

申

告

終

え

ま

し

た

か

？

税

の

お

話

を

す

る

と

引

い

て

し

ま

う

の

が

殆

ど

だ

と

思

い

ま

す

が

、

補

助

金

の

お

話

は

誰

し

も

嬉

し

い

も

の

で

つ

い

前

に

で

て

し

ま

い

ま

す

ね

。

み

な

同

じ

で

す

。

で

も

、

補

助

金

は

ど

こ

か

ら

来

る

お

金

？

国

、

県

、

は

も

ち

ろ

ん

で

す

が

、

村

民

の

血

税

も

含

ま

れ

て

い

ま

す

。

使

う

人

が

い

れ

ば

、

出

す

人

が

い

る

訳

で

す

。

農

業

で

収

益

を

上

げ

る

こ

と

は

、

優

良

農

家

と

し

て

村

の

自

慢

で

あ

り

、

誇

り

で

す

。

村

の

農

業

の

活

性

化

を

目

的

に

、

国

、

県

の

農

業

施

策

事

業

を

推

進

し

、

一

人

で

も

多

く

の

優

良

農

家

の

育

成

を

図

り

、

豊

か

な

村

づ

く

り

に

繋

げ

る

こ

と

の

活

動

は

農

業

委

員

会

の

役

目

と

認

識

し

て

い

ま

す

。

村

民

と

し

て

義

務

も

果

た

し

権

利

も

主

張

し

ま

し

ょ

う

。

申

告

が

ま

だ

済

ん

で

い

な

い

方

は

是

非

早

め

に

済

ま

せ

大

宜

味

村

の

農

業

施

策

を

強

化

し

ま

し

ょ

う

。

大

宜

味

村

農

業

委

員

会

事

務

局

長

宮

城

久

美

子

新新新新
年年年年
のののの
笑笑笑笑
いいいい
はははは
じじじじ
めめめめ（（ （（

農農農農
業業業業
委委委委
員員員員
のののの
ユユユユ
ンンンン
タタタタ
クククク
かかかか
らららら
提提提提
案案案案）） ））

悟

「

写

真

撮

る

と

き

『

ハ

イ

チ

ー

ズ

』

と

言

う

の

は

某

会

社

の

企

み

だ

よ

！

チ

ー

ズ

の

ズ

と

発

音

す

る

と

口

は

締

ま

っ

て

い

る

、

シ

ー

ク

ヮ

ー

サ

ー

の

サ

ー

は

口

が

大

き

く

開

い

て

、

に

こ

や

か

な

顔

の

写

真

写

り

が

す

る

さ

ー

」

保

幸

「

そ

う

だ

よ

ー

、

大

宜

味

村

の

人

な

ら

シ

ャ

ッ

タ

ー

チ

ャ

ン

ス

は

『

シ

ー

ク

ヮ

ー

サ

ー

』

と

言

う

べ

き

な

ん

だ

よ

」

と

い

う

事

に

な

り

、

農

業

委

員

会

で

は

今

後

、

写

真

撮

影

、

そ

れ

か

ら

「

エ

イ

エ

イ

オ

ー

！

」

で

は

無

く

、

す

べ

て

声

高

に

「

シ

ー

ク

ヮ

ー

サ

ー

」

と

い

う

事

に

な

り

ま

し

た

。

そ

れ

で

、

協

賛

す

る

団

体

は

農

業

委

員

会

事

務

局

で

受

け

付

け

ま

す

の

で

申

し

出

て

く

だ

さ

い

。

随

時

受

付

中

で

す

。

12月7日（金）30人

３村の農業委員（大宜味・国頭・東）交流研修会

蕎麦工場視察蕎麦工場視察蕎麦工場視察蕎麦工場視察

12月13日（木）

国頭村農業青年12人が蕎麦圃場視察

蕎麦圃場視察蕎麦圃場視察蕎麦圃場視察蕎麦圃場視察

12月15日（土）琉球大学農業研究サークル部8人

耕作放棄地大宜味村の状況視察。

将来は大宜味村の農業担い手になってほしい

なー。（蕎麦工場）

12月14日（金）

耕作放棄地協議会・おおぎみまるごとツーリズム協会・アイモコさんとベ

チバー植栽イベント （大宜味村での民泊体験）

県外の高校生も赤土に触れ環境の勉強です。

大宜味村の自然に触れて大満足。来年も来てくださいね。

アイ・モコさんアイ・モコさんアイ・モコさんアイ・モコさん

シャッターチャンスは大きな声で

12月4日（火）

畑作物連絡協議会 9人

宮古島市ソバ調査活動

「手動のコンバインでの作業は大変です」との事でした

「手動のコンバインでの作業は大変です」との事でした「手動のコンバインでの作業は大変です」との事でした

「手動のコンバインでの作業は大変です」との事でした。。。。

サトウキビ畑農林サトウキビ畑農林サトウキビ畑農林サトウキビ畑農林21号反収１９ｔ号反収１９ｔ号反収１９ｔ号反収１９ｔ 農林水産省農林水産省農林水産省農林水産省

大臣賞を頂いたとの事です。大臣賞を頂いたとの事です。大臣賞を頂いたとの事です。大臣賞を頂いたとの事です。

大宜味村の自然の景観に学生感動！！

いつも楽しい

いつも楽しいいつも楽しい

いつも楽しい2人。

人。人。

人。25年度初笑い。

年度初笑い。年度初笑い。

年度初笑い。

訂正

先月発行分、大宜味災害箇所視察（大宜味

団地横）の写真で「台風22号で道路損壊」と

記載しましたが、台風15号の誤りでした。

訂正してお詫び申し上げます。


